第5回東浪見保育所の民間移管に関する三者協議会　議事録
　　　　　　　平成29年 3月 22日（水）
　　　　　　　　　　　
１．開　　　　会　
出席者：こども園…東浪見こども園　渡辺園長（園長）、渡辺副園長（副園長）
　　　　保護者　…３人

　　　　町　　　…福祉健康課長（課長）、元東浪見保育所所長代理（代理）、保育所事務担当者（町担当者）
　　　　事務局　…福祉健康課職員１人

２．議　　　　題
（１）防犯・防災対策（第４回からの継続事項）
事務局：①昼間の時間帯は東浪見小学校を避難所として使用について
　　　　平成２０年に耐震工事を済ませ建物自体に問題はない。外階段のカギの管理方法等の現場協議を十分にしていただければ、園独自の防災計画に東浪見小校舎使用を取り入れることを妨げないとの回答
　　　　②遍照寺への避難路のブロック塀について
　　　　町の防災計画で避難経路を指定していない。該当箇所を行政が通ることを指示しておらず、民間への指導はできない。
　　　　③東浪見踏み切り脇の一宮カントリー旧門をクラブハウスへの避難に使用できないか。
　　　　総務課と現地の確認に行ったが、途中の道が割れ、がけ崩れ危険区域が指定されており、町として避難経路に指定することはできない。
　　　　④園庭フェンスの安全対策について
　　　　町建築アドバイザーに聞いた。車両事故対策では、ガードレール、落下防止柵、フェンスと３重構造になっており、比較的厳重である。ガードレールが途切れている部分があるので、県土木課へ要望して繋いでもらうべきとの話があったが事業課ですでに設置済み。目隠しや、より一層の安全対策として槇塀が出来ると尚良い。フェンスの高さは約1.2ｍだが、それほど大きな問題ではないと考える。
　　　　塀については当初試し植えをしていたがその後どうなったか。
園　長：本日から本格的に工事に入り、３日ほどで完成する。1.8ｍおきに杭が入り、間には槇と竹が入る。
事務局：一粒の麦福祉会側で危険管理マニュアル作成に持ち帰り、次ページにつけた資料となる。このマニュアルは既に保護者に配布したのか。
園　長 ：内部資料なのでまだ配布していない。マニュアルにしたがって２回訓練を行った。
事務局：これまでの経緯や持ち帰り事項は以上となる。
課　長：カントリー旧門の現地検査は７月２５日に行った。距離はカントリークラブのコースに到達するまで700ｍ、遍照寺までは900ｍあり、高低差がある。初めは道は広いがトゲのついた雑草が生えている。両脇に崖が崩れ道が狭い箇所があり、地震で崩れたら通行不能になるのではないか。
園　長：正規のルートでカントリーへ行くことを遠足も兼ねて全員で行った。到着まで３０分程度はかかる。道がきちんとあったので時間がかかっても到着できた。遍照寺へも慣れるためにも訓練以外にも散歩等で行った。ただ、カントリーへの道は狭く、前後に交通整理員を立て車に注意しながら歩いているので、普段の散歩コースではあまり使わない。年１回カントリーに協力を頂いてトイレを借りたりしている。
　　　　不審者対策として、知らせ方は放送を入れる。事務室が分からずにクラスに行った時は笛を鳴らしている。それぞれ１回ずつ行った。ただ、想定が難しい部分があり、小さい子たちは逃がすわけにもいかず、逆に部屋にこもって不審者に入られないようにして、大きい子たちは逃げられたら逃げることを考えている。不審者マニュアルは職員向けで作ってあるが、必要であれば新年度に保護者にも配る。
保護者：父兄の方から聞いた話。自分が迎えに行くときは事務室に園長か副園長がいるが、誰もいないときがあるという話を聞いた。トイレや他の先生に呼ばれる等あると思うが不在の時もあるのか。
副園長：短時間でなら全くないとは言えない。
保護者：不審者が入ってこられないようにどういった対策をとるのか。事務室に園長や副園長が不在の時に不審者が入ってきてそのまま気付かずに何処かに潜む可能性等色々ある。この点についてどのように考えているのか。
園　長：部屋にいるときは施錠をしないが、離れるときは施錠をする。トイレに行くときには施錠はしない。基本的に誰かは事務室にいるようにしている。集まり等で誰もいなくなるときは施錠する。外側の門にも鍵をかけたいが、入ってくる人が大変になるので９時になったら施錠している。途中で入る人が閉めないで出て行くときもあり、気付いたら閉めるようにしている。２時半にバスが出入りするのでここで開ける。朝は扉が開いた状態になるので一番注意する点だと考えている。
副園長：誰もいないとき施錠はしているが、細かいタイミングでも施錠するように心がければ安全性は高まるのではないか。すぐに対応できず玄関で待って頂くこともあるだろうが安全には変えられない。こまめに施錠するようにする。
保護者：何回も不在のときがあったので不安がっていた。園に言った方が良いと話をしたが言い辛さを感じていた。初めて子どもを預ける父兄の方は不安なことが多く、安心できる環境を作って欲しい。
副園長：了承した。もし何か意見があれば連絡帳でも構わないので意見を伝えてもらえれば対応する。
課　長：こちらの担当に伝えてもらっても構わない。他に何かあるか。
保護者：先日津波による避難指示が出たとき、町からバスを使って移動した。一宮が高台になり、原と東浪見が津波の心配がある。津波注意報が出たときの対応はケースバイケースになるのか。　　　
課　長：たまたま町長が県の災害に対する説明会に参加していた。注意報が発令された場合は市町村の判断で避難勧告を行えるようになった。これまでは注意報では行わなかったが、今後は注意報でも安全確保のため避難するようになった。今回は避難勧告が遅れたこともあり、早く避難するためにバスと公用車を使って保育所の避難を行った。今回、学校と保育所の対応が異なり、今後は注意報が出たら放送して一斉避難することになると思われる。バスでの送迎よりも自主避難をする方が早いのではないか。たまたま津波が1ｍ程度だったが避難勧告指示があり、学校側は休校になったが、保育所側は保健センターに誘導する形になった。今回は特別であり、通常であれば防災無線で避難勧告がでて、高台に避難することになるのではないか。今回避難勧告を県内で出した所は、勝浦と一宮だけ。県からは注意報でも自治体の裁量で行えるのだからと、後日避難がなかった自治体に指導がいった。
保護者：町からではなく、各学校や各園での判断になるのか。こども園ならカントリーや遍照寺に避難することになるのか。
課　長：その通り。まず町が防災無線で避難勧告があり、それに基づき避難をする。
園　長：補足だが、カントリーや遍照寺だけでなく、小学校でも２階や屋上にあがる訓練をしている。
保護者：前回の三者協議会から４ヶ月ほど経つ。今の先生達の話を伺うと、防犯対策マニュアルを元に訓練や対策をしている話があった。４月から年間通してどのような計画で避難訓練や、防犯対策のシミュレーションを行うのか。
園　長：基本的に毎月１回行う。小学校には年２回、遍照寺など園外が７回ほど。他は園内で行う。
保護者：月によって内容は異なるが、必ず毎月１回年間通して行うのか。
園　長：その通り、様々なことを想定して年１２回行っている。
副園長：避難の一斉メールを作っていたが、先日の津波注意報の際にも通知したが届かなかった保護者がたくさんいた。そのため、つき1回の避難訓練の日にメールが届いているか確認をするようにしたので報告する。
（2）２９年度以降の三者協議会の運営について
保護者：４月からは各学年の保護者に役員が決まっているので、引き継いで並行してやって頂けたらと思う。
園　長：事業側からは特に意見は無い。保護者会がきちんと機能してもらえれば大丈夫だと思う。
保護者：これまでの三者協議会の内容を町で資料にしていると思うが、これを今日の分を含め、次の保護者会に引き継いでいけるように園に一部置いてもらえれば。
副園長：これまでの議事録がある。
課　長：事業者にも保護者の方にも渡すようにする。町のホームページにも公開している。
　　　　２９年度以降も随時三者協議会を開催し、よりよい保育運営を行っていく。
　

（3）その他
事務局：新年度の保護者会総会は何時行っているのか。
園　長：４月末頃だ。
事務局：園で指揮をとってもらい、委員を３名選出して町へ報告して欲しい。
　　　　その後、第６回三者協議会への段取りとしていく。
課　長：民営化して１年間経ち、引継ぎは一粒の麦福祉会に完了した。来年度以降公立保育所は委員から除き、町、事業者、保護者の３者の協議で考えている。
園　長：皆様の協力により東浪見こども園も１年間運営でき感謝している。至らない点もたくさんあったが、保護者の方々が協力的で色々補って頂き、子ども達が楽しく過ごせていた。何かあればその都度話を頂けば出来る範囲で対応していく。小さなことでも構わないので、気軽に要望してもらえれば。
　　　　
　　　　
３．閉　　　　会
